






学 位 の 種 類
学 位 記 番 号
学位 授 与年 月.日
学位授 与の要件
に し もと のぶ しげ
西 本 喜 重
薬 学 博 士 ・
薬 第19号
昭 和43年7月10日
学位規 則第5条 第2項 該 当
学 位 論 文 題 目 牛膝 の成 分研究
(主 査)
論 文 審 査 委 員 教授 竹 本 常 松 教授 南 原 利 夫
教授 岡 野 定 輔
一56一
論 交 内..容 要 ・旨
牛 膝Achy'ranthi8・Ra戯xは ヒユ 科A辺araロthaceaθ に 属 す る イ ノ コ ズ チ 属 植 物
舳 γ「臨 榔 ・PP・を基原とする生薬鴛 躰 薬局輝 螂 では本雛 のρ甥 咳掴 ズチ
A・hアr・ 且
.七h・・fauri・iL・ ▽.etVANな らび に 中国 産 のA.Mde廊amBL.の
根 が 当て られ てい る。 本 生薬 は古 ぐか ら漢 方 で処 方 され ジまた民 間 で も利 尿,通 経;鎮 痛 等の 目的
で用 い られ,現 在 で もそ の需 要 が 少 な・くない 。
牛 膝 の成 分 と して は9■euロo■iCaCidを 非糖 体 とす る8apo二i皿,9■U¢arOロiC
acid様 の 反応 を有す る物 質,無 機塩 類 等 の報 告 が あ り,ほ か にA蜘a且pera'か ら鋤 嫌aL七h旗e
と名 づけ た.一種 のわ己e.七∫a■ロ趣化 合 物 の 分離 も報 告 さ れ てい る。,しか ・し.,,これ等 の 成 分 が牛 膝 の 薬効1
をあ らわす 本体 であ るか どうか は末 詳 で ある。 著者 は この よ うな 状況 の下 で牛膝 の 有効 成 分 の解 明
を企 て 享本研 究に 従事 した。
研 究材 料 と して徳 島県 下 で秋 期 に採 集 した ヒナ タイ ノ コズ チの乾 燥根 を用 い た。
まず っ材料 の水 浸液 を イオ ン交換 樹 脂処 理 に よ り,ア ミノ酸 画 分,酸 性画 牙,中 性画 分 に 分け,
ア ミノ酸画 分を 濾紙 ク ロマ トグラ フィー,澄 よ び ア ミノ酸 分析 計 に よつて 検 討 し,a實paτ 悦 β,
acid・ 七h「θoniロe・ ・sθ「iu・ ・9■ut鋤icaciこ ・pr。 ユiL9・9■ γe雲 ロe・
aユaロinθ,tアrosiロe,pheロyユa■a且iPe,1γsiRe,histiαi算 θPお ・よび
argiロineの 存 在 を認 め,ま た,ア ル ミナ を用い た カ ラム クロマ トグ ラフ イー・ワ濾 紙 ク ロ.マトグ
ラフイー を応 用 してbθtainθ 澄 よびr哨a皿i丑oわuty'riCaciこ を 単離 証 明 ・した。
酸 緬 分か らは齢 ク ・マ トグ ラ・ イー で ・・cci…a・i・ ・b・・…3ac・4… ユ・・
・・i・,・ ・・…a・i・,・ ・・・・…a・i・ 澄 ・ びph…h・ ・…1・ ・ あ 存 在 を 擬.
し,別 に,シ リカ ゲル を用い た カ ラム ク、ロマ トグ ヲ フ イー でSUCCiロiCa.C.i且 お《 び0鹿 ■iC
acidを 分離証 明 した 。
中性画 分か らは濾 紙 ク ロマ トグ ラフ ィ ーで9ユUcose澄 よびfrUct。seを 検 出 し,さ らに
08azoロ θを製 して 確証 した6
一 方
9材 料 を メタ ノ.一ルで温 浸 し.P浸 液 を 適宜 濃 縮 して 析 出す る硝 酸 カ リを濾 別 し,濾 液 には 水
を加えてエーテルで細 し ・エヅ ル可溶画分 ・麟 酌 纏 びエーテ嘱 にも雄 にも移行 し難
い 中間層 画 分 に 分 けた。 エー テル 可溶 画分 は 常法 に従 つて,さ らに 酸 性部 と中 性部 に 分け,酸 性 部 .
か らはPaユ 血i七icacidを ガス ク ロマ トグ ラフィー で証 明 した。 中性 部 は 加水 分解 して 幽,β.
亀57一
蘭e'七。s七θ叫 と醐g聯 加m且 の齢 鞭 艦 し揮 岬 皿蠣cぼ 岬 嘩
.を ガス ク 耳マ トグ ラフ.イー・で証 明 した 。
中間 層 画分 か らは 磁.P.271～272。.のsteroidaユ9ユucosidθ の 結晶 を単 離 し,
.加水 分 解 して 声sitOstθroユ とs七ig皿a8terO■ 澄 よび9ユucOeeを 確 認 し.別 途 に:β一
磯t①8telry1・gユWc棚iaeと β七ig鵬sterylg■Ucのsiaeを 合成.し 蓑その1:」 め
混 合物 が上 述 のs七er叫dalgエucosideに 他 な らない こと を証 明 した 。
つ ぎに,水 溶 画 分を酢 酸 エチル で 繰 り返 し抽 出 し,酢 酸 エ チル に移 行 し難い 画 分か らbetaiロ θ
を塩 酸塩 として分 離 した 。
酢 酸 エ チルで 抽出 され る画 分か らはdまme七h:r■sulfOEθ を単 離 したほ か,ー ロG惣)・9驚 乍one
と名 づけ た皿し.{p..2昏5・.ぐd島o⑱ 幣pJの 結 鼻成 分 と.ie◎i亘Oko6㌻ τoロe'と 仮 に命名 した
む
皿,亘.242(dθco皿P)の 結 晶成 分を単 離 し .,そ の構 造 研 究を 行 つ た。 「
'…nOk・ ・t・・0・曝 梅 摂 ・・鯵 分子鯨 を有し・呈甑 麟 よび・チ卑鶴 戯 気共
鳴ス ペ ク トル か らステ ロイ ド化 合 物 で ある こ とが予 想さ れ た。 ま た 憂赤 外 線吸 収 ス ペ ク トルで は
3400αr1に 水 酸基,16596ザ,に カル ボ 昌ル基 の存 在が 予 馨 され'紫 外 線 吸収 ス ペ ク トル
で は245mμ に二 重 結合 と共 役す る カル ボ ニル の 存在 が推 定さ れた 。 紬oi且k'Φsiero公aは
坦 癖?鯉5門 》・1・9窃の 憲焼a.c懸 ㌻乞・七β・ま}よび1馬PJ95～ τ95%)mtraacθ 七ateを 与 え,
七e七ra己ceta七eに な 澄水 酸基 の残 存 が 赤 外線 吸収 スペ ク トル で認 め られ た。
マス ス ペ ク トル では 分子 ピ囲 クは認 め られ ない が,皿/444に2分 子 の 水が 脱 離 した と解 さ
　
れ る ピー クの ほか ・%99 .とm/φ81礎 な ピー ク麟 ・れ … ◎・・・・・・・・・…
に も昆 虫変 態 ホル モ ンecdys七 θroロeと 近似 した側 鎖 の 存 在が 予想 され た。、また7
i80iookos頓roロeは 約2mO■ の過 沃 素 酸を 消費 す る こ とか ら分子 中に2対 の9■y'co■ の
存在 寮 考 え られ,一 方塩 酸舛 理 に よ りecdア 帥eroユeの 塩 酸処 理 の場 合 と同 じ く245皿 μの 紫
.外線 吸収 スペ ク トル が294mμ と ♀44皿 μに移 動 す る こ とか ら∠7.・胴 一diθ 酔 を 。ロeか よ
び4馬14一 ・di鋤r6繭oロe化 合 物 の生 成 が 考 え られ,C一 望4位 に三 級 水 酸基 の 存在 が 予 想 され
曇
拓 これ等の鞍 ならびにその他の饗 化学的離 質からisoinokOS七eτ0ロ ・a式 で示さμ
るeedystθroueと の近 似 が 一層 濃厚 とな つた ので.Dr.なoff加igterにeρdy・s七ero轟e
との 比較 同定 を依 頼 した結 果5両 者 の 間に何 等 の 差異 も認 め られ ず,同 一 物 で ある ことが確 証 され
た。
9ぎ に.,・・・・・・・・・… は・・7・44・7%H卿 肝 繊 鮪 し》その物幽 学的諸所
.見がecαy3tθrOロeの そ れ ζ類 似 し,過 沃 素 酸 酸化 して 得 られ る 血.纂.195。(aecO塒P.)
の メチル ゲ トン体 がecαy's七erOLθ か ら導 かれ る メチル ケ トン体 と一致 す る こと,ま た 過 沃素 酸
轟58商
.酸
化 で得 られ る側 鎖 の酸化 成績 体 をさ らに過 マ ンガ ン酸 カ リで酸化 して α一1nθthy噂 ユ9ユu七aric
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ecα アS七e軍 隔Ohe(isoil10kO臼 七erOne)・L義=郭Oユ ζ9轡 ㌻94rβ 葺」e
eody.stθ 緊ope(i.80i駐okost
.ero島e)澄 よ びiLokosteroneめ 生 物 活 性 はkar■so馬
Hoff皿eie七eちwiユ ユi聴 日,市 川,長 谷 川 撃福 田,小 林 等 に よつ て 検 定 さ れ た カ㍉ 著 者 も
.ク ロキ ン パ エ 摯hor皿ia .regiLa,オ ビ キ ン バ エChrア801nia,mθga◎ep‡ ユaエa,,ル リキ
ンバ ェ勲 。も。rph。mi・ 七・・・・… ▽… セ.ンチ ニ クバ エS・ …Ph・g・p…g・i・ ・
シ リァ カ昌 クバ エSarCOPhagacra8giplpi8慶 よび イ エバ エMusca己o!ne臼tica
v鎚iLaの 遊 離腹 部 を 用い た蠣 化 試 験 で顕 著な変 態 活 性 を認 めた 。
著者 は生薬 牛 膝 の一基 原 植 物 で ある ヒナ タ イノ コズ チの根 か ら期せ ず して昆 虫変 態 ホル モ ソ
ecdアster6L・ 澄 よび 同効 物質i且 。k'。st鍵qaqを 藁 離 す る こと庭成 功 し旋嚇 桑,これ等 あ物
質が 同属 あ るいは 近縁 の植 物 に も 含有 され る もの と考 え,本 邦野 隼 の イ ノコズ チA.q5apoロic㍉
栽培 種 の い わ ゆる 常陸牛 膝A.臼P.,中 国産 の懐牛 膝A.bユ αeLtata,台 湾 産 の シマ イノ コズ チ
A.ob㌻Usifo■ia,ム ラサ キイ ノコズ チA.rUbrofu8ea》 ヤナ ギイ ノ コズ チ ム.
・範gif。 ユi・,〃 コズ チモ ドキGy・ 七h・ユ・ ⇒・・謡t・・℃・に つい て も昆 虫変 態 活性 物質 の.
検 索を 澄 こなつた 結果,イ ノ コズ チ,常 陸牛 膝,懐 牛 膝 う、ム ラサ キ イノ コズ チ 身ヤ ナ ギイ ノ コズ チ
か らはecd.y's七eronθ とihOkosterOロ θを3シ 剛イ 考 コズ チ と イ ノコズ チ モ ドキか らは
.
βcα γ8七erOロeの み を結 晶 と して分 離 証明 し得 た。 なま㍉ これ等 の 昆 虫変 態 物質 は根 だけ で は な
ぐ地 上 部 の華 澄 よび葉 に もそ の 存在 が確 認 され た。
以上,著 者 は生 薬 牛 膝 の一基 原植 物 で あ る ヒナ タ イノ コズ チ の根 の成 分を検 索 し,ア ミノ酸,ベ
タイ ン,糖,有 機 酸,S七eroida■9ユUσOsid6等 を 証明 したほ か,昆 虫変 態 ホル モ ン
θcdア8tθrOロe論 よび同効 物 質iLOkOs七erO塾eを 分離 す るこ とに成 功 した。 また 診近 縁 の
植物 か らも昆 虫変 態 活 性物 質 を 分離 証 明す る こ とが で きた 。
ご59で
審 査 結 果 の 要 冒
.著者 は,生 薬 牛 膝 の 一 基 原 櫨 物 で あ るヒナ タ イ ノコズ チAchyranthθsfaurie,iの 根
の 成 分 を 検 索 し,ア ミノ 酸 成 分 と し てasparticacid,thrθo・nine,8θrine,gユu一
七alロiC..a.cid.,pro:Line,9ユycine,alaniロe,七yrosine,phenyla=L .a箆i夏 §9.
こセ
ユy8i.ロe,hi8ti己ine,澄.よ びaτgi.Din.e、 の 存 在 を 認 め,・ 勧e・t風4ne診 よが7幽a皿i「r
・。…y・ ・・ ・… を鞍 翻 した ・ 飲 ・.有灘 成 分 と して,・ ・。。…i…aρ ・.・ゑ。・.即
・手・a・i…a・i・a・ia,C・ …6・ ・i・ ・・・・・・・・…i・ の 存 在 を認 め ・… 一
cむn・icacid診 よ びoxa■ ‡c.a .cid.を 分 離 証 明 した 。 そ の 地,皿 。p。271～2720.の
8tθroiαalgユu60βiOeを 分 諺匡した が,本 品 は 加 水 分 解 で β一8itoβ 七ero1とs七ig一
皿asterOユ 蔚 よび9加CO8eを 与 え る こ と,ま た 別 途 合 成 した β一Bit◎Btθrylgユu-
cosiこeと8tig皿a8tery■ .g■uco8i己eの1.:1・ の 混 合 物 が 上 記8.teroiaaユg・ ■u「
COsiαeに 他 .なら な い こ と を 証 明.し た 。 ほ か に,己i皿e七hyエeulfOheを も単 離 した 。
以 上 の 諸 成 分 の 他 に,著 者 は血 。:p。255。(こecQ皿p.)のinOkO臼tθro血eと,皿 。p.。
242。(己eco皿P。)のisoi込oko8teどoぬeと 仮 に 名 づ け た12成 分 を.分 離 し,検 討 の 結;果,
i80inOkOB七 θroぬeは カ イ コ の 蝋 か ら分 離 さ れ た 昆 虫 変 態 ホ ル モ ン のec己y8tero且eに
一 致 す る こ と

















な ま㍉ 本 邦産 の野 生 の イ.ノ.コズ チA『 .jaPOnica.・ 中国 産 の生薬 懐 牛 膝(A-biaeロ ℃航aの.
.根)
,台 湾産 φ ム ラサ キ イノ コズ チA。rubrや .fU・日ca,ヤ ナ ギ.イノコ ズチA・.ユoロgifolia
か らはecd・y.8七ero舶 とinokOβ 事θro{neを.炉 同1じ・ぐ台 湾 塵の シ マ イ!コ ギチA。ob右u一
「8ifOlia .,イ ノ コズ チモ ドキcya1=hu.laprO8tτa七aか らはecOy8七erolleの み を 結
晶 と して分離 証 明 した。 これ らの昆 虫変 態 活 性 物 質 は根 だ け.でな く,地 上部 の基 診 よび薬 に も含
有され て い る ことを確 認 した。
牛 膝類 か ら昆 虫変態 ホル モ ンな らび に同効 物 質 が 発 見 された こ とは ヲ中西 香 爾教 授 らが台 湾産
の トガ リバ マキ30dQcaτpu日nakaiiの 葉 か ら昆 虫.変態活 性物 質PQ葺aaterρ 耳e頚 を発
見 した事 実 と と もに 埴物 か らの毘 虫変 態 ホル モ ン な らび に 同効 物 質 の発 見 と して画 期的 な こ と で
ある。
本 論文 は これ らの 知 見 を詳細 に 論述 した もの で,博 士 論 文 と して価 値 ある もの と認 め る。..
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